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まえがき

近年継続して開催されてきたこの研究集会，平成 22年度は，公募による一般講演 30件に加え，
三村昌泰氏 (明治大), 西浦康政氏 (北海道大) による特別講演と，合原一究氏 (京都大) と永野
惇氏 (農業生物資源研) による企画セッションがプログラムに組み込まれた。三村氏，西浦氏の
講演は，特に『若手』に向けてのメッセージが強く感じられるもので，本集会の参加者に向けて
だけではもったいないとすら思われるものだった。若手研究者，合原氏，永野氏による企画セッ
ションは，両氏を含む気鋭の若手 4名による講演で構成され，どの講演にも研究への情熱を感じ
られる密なセッションだった。 これらの企画のおかげもあって，結果として，70名近くの累積出
席者数となり，また，それに占める若手の割合の高い集会となった。

7回目を迎えたこの研究集会「生物数学の理論とその応用」は，先達による集会を引き継いだ
ものとも考えることができる。今回のこの研究集会開催期間中に，京都大学数理解析研究所共同
利用掛にお願いして，保管してある過去の共同利用研究の採択記録 (昭和 40年以降) を拝見させ
ていただく機会を得た (現時点，同研究所の web pageでは，1999年以降の採択課題のみ公表され
ている)

。 その記録から，生物学あるいは生命現象に関わる題目を抜き出したものが次頁に掲載し
た表である。 この表から，数理解析研究所の共同利用研究が，日本における数理生物学発展の黎
明期 (特に表中前半) に重要な役割を果たしたことは容易に推し量れる。 もちろん，このように
生物学に関連することを明示していない共同利用研究でも，たとえば，力学系や非線形理論，確
率過程論に関わるものは昭和 40年代から目立って開催されており，数理生物学に関連する研究者
が参画されておられたものもあったはずであるが，この表では割愛させていただいた。

21世紀を 10年経過しようとする今，この研究集会シリーズに求められるもの，あるいは，この
研究集会シリーズの役割は何だろうか。
本研究集会以外にも，数理生物学関連の比較的小規模な研究集会が，国内でも，毎年開かれる
ようになってきた。学際分野らしく，それぞれの集会の生命科学，数理科学へのスタンスのなす重
心は特徴的だが，そのことは，数理生物学分野の研究の多様・多彩化を表していると同時に，細
分化を示唆しているのかも知れない。次頁の表中前半期には，おそらく，数理から拓かれる新し
い分野への期待そのままに共同研究集会が開かれていたのではないかと思う。 その意味で，それ
らの集会は，数理と様々な他分野との学際に積極的に窓を開けようとする心意気の感じられるも
のではなかったかと思われる。現代，細分化の進む中，じっくりまったりとそれぞれの研究課題
を練り込む研究集会はさらなる発展やブレークスルーへの期待に応えてますます必要になると思
われる。 しかし，だからこそ，上記のような『心意気』を再認識することが必要であり，本研究集
会シリーズはそのことを再確認させてくれるものになっていると思う。
先達たちによって開催されてきた研究集会を継いで，本研究集会シリーズが，これからの「新
しい」研究テーマ，ひいては『新しい』分野が拓かれてゆく標 (しるし) の一つ足り得ることを

今後とも期待したい。

研究代表者瀬野裕美 (広島大学)

2011(平成 23) 年 5月



京都大学数理解析研究所共同利用研究における数理生物学関連題目
(1965-2010)

年題 目研究代表者
1971 (S46) 生物モデルの数学上野 正

1972 (S47) 生物モデルの数学について渡辺信三
神経系と数学的モデル石原忠重

1975 (S50) Topological Models in Biology 寺本 英

1976 (S51) 集団遺伝学の数学的研究島倉紀夫
1977 (S52) 生物の数学山口昌哉

生物学における数学的問題寺本 英

1978 (S53) Mathematical Topics in Biology 寺本 英

1979 (S54) Mathematical Problems in Biology– 80 山口昌哉
生命科学データの統計解析と数学モデル柳川 尭

1980 (S55) 集団遺伝学と確率過程清水昭信
Mathematical Topics in Biology 80 山口昌哉

1981 (S56) Mathematical Topics in Biology 82 寺本 英
1985(S60) 数理生物学における諸問題寺本 英

1988 (S63) Mathematical Topics in Biology 三村昌泰
1990 (H02) Mathematical Topics in Biology 三村昌泰
1991 (H03) Mathematical Topics in Biology 三村昌泰
1992 (H04) Mathematical Topics in Biology 三村昌泰
1993 (H05) Mathematical Topics in Biology 三村昌泰
1995(H07) 生物学化学に現れるパターン形成の数理三村昌泰
1996 (H08) Mathematical Topics in Biology $=$村昌泰
1998 (H10) Mathematical Topics in Biology 三村昌泰
2000(H12) 反応拡散系: 生物化学における現象とモデル吉川研一
2004(H16) 生物数学イッキ読み研究交流齋藤保久

生物数学の理論とその応用竹内康博
2005(H17) 生物数学イッキ読み研究交流齋藤保久

生物数学の理論とその応用竹内康博
2006 (H18) 生物数学の理論とその応用稲葉 寿

新しい生物数学の研究交流プロジェクト瀬野裕美
2007(H19) 新しい生物数学の研究交流プロジェクト瀬野裕美

生物数学の理論とその応用梶原 毅
生命現象と関連した非線形問題の数理大西 勇

2008(H20) 生物現象に対するモデリングの数理瀬野裕美
生物数学の理論とその応用細野雄三

2009(H21) 生物現象に対するモデリングの数理佐藤一憲
生物数学の理論とその応用森田善久

2010 (H22) 生物現象に対するモデリングの数理佐藤一憲
生物数学の理論とその応用瀬野裕美
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